
写真１ 露頭全景
第1.3－111図 露頭写真（高荻市鳥曽根南西：Loc.SY-2）
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　熱水変質を受けた黒雲母花崗閃縁岩中に，古第三系の白水層群と
考えられる粗粒砂岩および細粒砂岩が挟在されている。粗粒砂岩お
よび細粒砂岩は急傾斜しており，この構造と調和的な熱水変質部が
認められる。この熱水変質部と黒雲母花崗閃縁岩の角礫状部との境
界部には，せん断面Ａが認められるが，連続性が悪く，露頭上部で
は，その境界が漸移的である。また，粗粒砂岩と細粒砂岩の境界に
はせん断面Ｂが認められるが，連続性が悪く湾曲し，河床部ではそ
の延長部は固結している。

熱水変質部を伴う節理

黒雲母花崗閃縁岩
（阿武隈花崗岩類）

N60°E68°S 走向・傾斜

凡例

固結した淡緑色細粒岩

固結した角礫質淡緑色細粒岩

粗粒砂岩（白水層群）

細粒砂岩（白水層群）

白水層群のせん断面を伴う
熱水変質部

角礫状部（黒雲母花崗閃縁岩）

黒雲母花崗閃縁岩の熱水変質部

N60°E68°S
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HN24KF
タイプライターテキスト
第1.3－112図　露頭スケッチ（高萩市金成北東:Loc.SY-3）



写真１ 露頭傾斜部全景 写真２ 露頭斜面部上部拡大

第1.3－113図 露頭写真（高荻市金成北東：Loc.SY-3）
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HN24K2
タイプライターテキスト
第1.3－114図　鹿島台地・行方台地周辺の活傾動周辺の変動地形学的調査結果

HN24K2
タイプライターテキスト

HN24K2
長方形
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HN24K2
タイプライターテキスト
第1.3－115図　鹿島台地・行方台地周辺の活傾動周辺の地形面解析図

HN24K2
長方形



　この地図の作成に当たっては，国土地理院

長の承認を得て，同院発行の2万5千分1地形

図，空中写真，数値地図25000（地図画像），

数値地図50mメッシュ（標高）及び基盤地図

情報を使用した。 

　　（承認番号　平29情使,第298号）

第1.3 116図　鹿島台地・行方台地周辺の活傾動周辺の地質調査結果
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HN24K2
長方形

HN24K2
タイプライターテキスト
第1.3－116図　鹿島台地・行方台地周辺の活傾動周辺の地質調査結果



第1.3 117図　鹿島台地・行方台地周辺の活傾動周辺の地形及び地質断面図
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HN24K2
タイプライターテキスト
第1.3－117図　鹿島台地・行方台地周辺の活傾動周辺の地形及び地質断面図

HN24K2
タイプライターテキスト

HN24K2
長方形



M1段丘堆積物

東茨城層群
写真１

• 文献調査，地表地質調査等の結果によれば，本地域の第四系は下位から東茨城層群，Ｍ１段丘堆積物が分布している。

• Ｍ１段丘堆積物は基底に礫層を伴い，下位の東茨城層群と不整合関係で接している。また，Ｍ１段丘堆積物の下部は，貝殻片含む浅海性

の海成層から成り，その上部には白斑状生痕を伴う層準が認められる。

• 海成層の上位の堆積物には，赤城水沼9,10テフラ（約13万年前，鈴木，1990 ）が認められる。

以上のことから，Ｍ１段丘堆積物の下部は，MIS5eの堆積物であると考えられる。

写真１

削剥面

生痕
（礫を充填）

露頭7において赤城水沼9,10テフラ
（約13万年前，鈴木，1990）を確認

赤城水沼9,10テフラ
（約13万年前，鈴木，1990）

赤城水沼9,10テフラ
（約13万年前，鈴木，1990）

写真2

写真2

第1.3－118図 地質層序と形成年代
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地形面の高度差については，テクトニックな
要因によるものではないと判断される。

Ｍ１段丘堆積物の基底面には，Ｍ１段丘面と調和的な高
度差が認められず，ほぼ水平に連続して分布している。
なお，Ｍ１段丘堆積物中の白斑状生痕を含む砂層も，ほ

ぼ水平に連続して分布している。
第1.3－119図(1) Ｍ１段丘堆積物の基底面に関する調査結果(1)
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地形面の傾き下がる方向

断面図作成位置

コンターマップからは，文献
が示す活傾動に調和する形状
は認められないことから，地形
面の高度差については，テクト
ニックな要因によるものでは無
いと判断される。

標高１４ｍ

標高１５ｍ

標高１７ｍ

標高１６ｍ

標高１７ｍ

標高１６ｍ

標高１５ｍ

標高１６ｍ

標高１６ｍ

この地図の作成に当たっては，国土地理院長の

承認を得て，同院発行の2万5千分1地形図，空中

写真，数値地図25000（地図画像），数値地図50m

メッシュ（標高）及び基盤地図情報を使用した。

（承認番号 平29情使，第298号）

第1.3－119図(2) Ｍ１段丘堆積物の基底面に関する調査結果(2)
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